
H29年度　医療研究開発推進事業費補助金取扱要領　新旧対照表

変更後 変更前

（定義） （定義）

第３条　本取扱要領において「補助事業」とは、以下のものをいう。
一　ライフサイエンス研究の振興に係る研究開発施設等並びに知的基盤の共用・整備等
を促進するために必要な経費を対象機関に補助することにより、ライフサイエンスに関す
る基礎研究からイノベーション創出に至るまでの科学技術活動全般の高度化及び国の
研究開発の効率化を図り、もって科学技術の振興に寄与する事業として別表１から７に
掲げた事業
　
二　治験・臨床研究基盤の整備により、我が国発の革新的な医薬品・医療機器を創出す
るとともに、最新かつ質の高い医療のエビデンスを発信すること、及び医療機関の体制
の整備に必要な経費を補助することにより、国内外の医療ニーズを満たす医療機器開発
の推進を図る事業として別表の８から１２３に掲げた事業

三　ロボット介護機器の早期かつ安価に上市し、大量に介護現場へ導入することで、要
介護者の自立支援と介護従事者の負担軽減を実現し、また、ロボット介護機器の新たな
市場を創出する事業として別表の１３４に掲げた事業

四　医療上の必要性が高いにもかかわらず、十分に開発が進んでいない状況にある希
少疾患領域において、希少疾病用医薬品の製造販売承認取得を目指す研究開発型企
業等による開発を加速化するために、その環境を整備し、開発に係る必要な経費を補助
することにより、迅速かつ効果的に希少疾病用医薬品として実用化を推進し、もって対象
患者等の治療の実現に寄与する事業として別表の１４５に掲げた事業

五　医療現場のニーズに応える医療機器について、ものづくり中小企業、医療機器等か
ら構成される共同体による開発・事業化を支援し、国内外の市場拡大・獲得や当該医療
機器の利用による医療費の適正化を促進する事業として別表の１５６に掲げた事業

六　画期的新薬の創出に向けた研究開発を加速し、アカデミア発創薬シーズの実用化に
おける成功確率を向上させるとともに、創薬支援ネットワーク機能の更なる強化やオール
ジャパンでの創薬研究推進に寄与する事業として別表の１７に掲げた事業

第３条　本取扱要領において「補助事業」とは、以下のものをいう。
一　ライフサイエンス研究の振興に係る研究開発施設等並びに知的基盤の共用・整備等
を促進するために必要な経費を対象機関に補助することにより、ライフサイエンスに関す
る基礎研究からイノベーション創出に至るまでの科学技術活動全般の高度化及び国の
研究開発の効率化を図り、もって科学技術の振興に寄与する事業として別表１から７に
掲げた事業
　
二　治験・臨床研究基盤の整備により、我が国発の革新的な医薬品・医療機器を創出す
るとともに、最新かつ質の高い医療のエビデンスを発信すること、及び医療機関の体制
の整備に必要な経費を補助することにより、国内外の医療ニーズを満たす医療機器開
発の推進を図る事業として別表の８から１２に掲げた事業

三　ロボット介護機器の早期かつ安価に上市し、大量に介護現場へ導入することで、要
介護者の自立支援と介護従事者の負担軽減を実現し、また、ロボット介護機器の新たな
市場を創出する事業として別表の１３に掲げた事業

四　医療上の必要性が高いにもかかわらず、十分に開発が進んでいない状況にある希
少疾患領域において、希少疾病用医薬品の製造販売承認取得を目指す研究開発型企
業等による開発を加速化するために、その環境を整備し、開発に係る必要な経費を補助
することにより、迅速かつ効果的に希少疾病用医薬品として実用化を推進し、もって対象
患者等の治療の実現に寄与する事業として別表の１４に掲げた事業

五　医療現場のニーズに応える医療機器について、ものづくり中小企業、医療機器等か
ら構成される共同体による開発・事業化を支援し、国内外の市場拡大・獲得や当該医療
機器の利用による医療費の適正化を促進する事業として別表の１５に掲げた事業

（附則） （附則）
附　則（平成２９年７月１０日　２９医研開第１９９０号）
　この要領は、平成２９年７月１３日から施行する。
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